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院長・総合診療

白水  勇一郎
第1・3・5 午前診療
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病棟専従

内科
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院長・総合診療
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白水先生

午後の診療は病棟回診のため、午後5時からとなります。
月曜日は終日病棟専従のため、外来診療はありません。
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外来診療のご案内

診療科目 診療時間のご案内

1 コロナ対策
2 新人のご紹介
3 ご近所の飲食店支援企画！！ テイクアウト情報

5 免疫力アップレシピ ●鮭のねぎ味噌焼き
●豚肉と小松菜のオイスター炒め

4 お家でできる簡単体操

外来医師勤務割表



広報くすのき vol.742 32020年5月 初夏号

こまめな
手洗い 人ごみの多い

場所を避ける
適度な

湿度を保つ

規則正しい
生活で
免疫力を
上げよう

ポイント4ポイント3ポイント2ポイント1

帰宅時や調理の前後、
食事の前には必ず石けんで
手を洗いましょう。

ハンドソープ（石鹸）で10秒もみ
洗い後、流水で15秒すすぎを
2回繰り返すとほぼウイルスは
99％除去できると言います。

空気が乾燥していると、のど
の防御機能が低下します。
加湿器などを使用して、50～
60％の湿度に保ちましょう。

専門は、消化器外科です。
精一杯頑張りますので、
よろしくお願いします。

堤 亮介 先生
性格は真面目で、
趣味はお菓子作りと温泉です。

大原 直美

色々な人の話を聞くことが
好きです。方向音痴なので
道に迷いながらも頑張ります。

髙浪 いづみ

常に笑顔を忘れず
頑張りますので
よろしくお願いします。

牛島 佳奈子

＼若さで頑張ります／

皆さんが明るく元気に過ごせるように、一生懸命頑張ります。
松下 良平

皆さんのお役に立てるように頑張ります。
宜しくお願いします。

田代 久美子

デイケアでの業務は初めてですが、
早くお役に立てるよう一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

安村 侑希

好きな食べ物は、カレーとハンバーグです。
まだまだ分からない事ばかりですが、皆さんのお力になれるようがんばります。

瀬戸島 未奈

出身は佐賀で、久留米での生活は初めてなのですが、これから少しずつ久留米の
事を知っていければと思います。一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

竹下 徹

バランスのよい食事と十分な
休息は、免疫力をアップさせ
ます。

大勢の人が行きかう場所は、感
染リスクが高くなるので控えま
しょう。特にスーパーなどでは人
との距離をとることを忘れずに。

・ 風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上続く場合（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）
・ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合は、コロナの疑いもありますので、お電話での診療もお受けしています。

相 談 窓 口（相談室 ー地域医療・介護連携室ー） TEL：0942-35-2725

風邪やインフルエンザ等の心配があるときには、これまでと同様に、当院にご相談ください。

発熱などのかぜ症状がある場合は、仕事や学校を休んでいただき、外出は控えてください。休んでいただくことはご本人のためにもなり
ますし、感染拡大の防止にもつながる大切な行動です。
咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手でおさえると、その手で触ったドアノブなど周囲のものにウイルスが付着し、ドアノブなどを
介して他者に病気をうつす可能性がありますので、咳エチケットを行ってください。　
発熱などのかぜ症状について、現時点では新型コロナウイルス感染症以外の病気による場合が圧倒的に多い状況です。

熱や咳があります。どうしたらよいでしょうか。

3月から「いつき」に入職しました。
至らない点が多いと思いますが
よろしくお願いします。
美味しいものを食べるのが好きなので
オススメがあったらぜひ教えてください。

村田 佳代子

この度いつきに入職しました。
入居者様に寄り添い
安心・安全に生活できるよう
努めます。

張山 裕子

医師 病棟

樹

アルブ
訪問介護

ほとめき

デイケア
リハビリ

左から、松下良平、田代久美子、安村侑希
瀬戸島未奈、竹下徹

コロナ感染予防の基本的な4つのポイント

部屋を分け、少なくとも2ｍの距離を保つ、仕切りやカーテンなどを設置することをお薦めします。❶
❷
❸

❹
❺
❻

❼
❽

手で触れる共有部分を消毒しましょう。
物に付着したウイルスはしばらく生存します。ドアの取っ手やノブ、ベッド柵など共有部分は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で
拭いた後、水拭きしましょう。 特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチンなどで共有しないように注意してください。

汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう。
体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かしてください。 　　　　

ゴミは密閉して捨てましょう。

換気をしましょう。
風の流れができるよう、2方向の窓を、1回数分間程度、全開にしましょう。換気回数は毎時2回以上確保しましょう。

こまめに手を洗いましょう。
こまめに石鹸で手を洗いましょう。アルコール消毒をしましょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにしてください。

マスクをつけましょう。
使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。マスクの表面には触れないようにしてください。マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外しましょう。
マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗ってください（アルコール手指消毒剤でも可）。 マスクが汚れたときは、新しい清潔な乾燥マスクと交換してください。
マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際は、ティッシュ等で口と鼻を覆いましょう。

感染が疑われる家族のお世話はできるだけ限られた方で。
持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した方、妊婦の方などが、感染が疑われる家族のお世話をするのは避けてください。

もし、ご家族に新型コロナウイルスの感染が疑われる場合、
同居されているご家族は以下の8点にご注意ください。

新人紹介

橋本 摩耶 塩山 幹策紀 政次 彩花
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